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２０２７年国際園芸博覧会の概要

• 植物の遺伝資源、伝統文化・技術、
日本人の植物を使う知恵等に関する
内容を展示

• 生物多様性や自然との共生の重要性
等を世界に向けて発信

シンボル展示

• 博覧会の象徴として、展示・建築が一体となり、多くの
人々を惹きつけ、テーマ・サブテーマを伝える

博覧会の象徴・圧倒的な緑による自然の体感

• 都市化により人間と自然との距離が拡大
する現代社会で、来場者一人ひとりが
「自分にとってのバイオフィリア」を発
見できるような展示を展開

バイオフィリア展示 日本の植物資源展示

コンペティション

• 庭園及び花き等のコンペティションに加え、
本博覧会独自企画のコンペティションを実
施

• 需要拡大・輸出拡大等による我が国の花き
園芸・造園産業の発展を目指すとともに、
多様な産業界が連携する枠組み等も検討

技術の向上 産業の発展・拡大

• 博覧会の趣旨に賛同する企業のビジョンを、特徴ある魅力を備えた
庭園と共に表現し、新しい風景づくりを企業と実施

Park Pavilion（パークパビリオン）

博覧会協会テーマ事業 “Village”

Villageテーマ（例）

• 博覧会協会が設定する複数のテーマに応じ、賛同する民間企業や教育機関、
研究機関、市民などが共創して、参加・交流・体験等の多様なコンテンツの
集合体やコミュニティを提供

緑×DX 食・農×循環 包摂×学ぶ

産官学民連携により目指すべき未来像を具現化

• 緑陰や風の道の形成、園路広場に
おける雨水貯留、蒸散作用効果、
良好な緑の創出による景観づくり
など、居心地の良いウォーカブル
で魅力的な空間を創出

グリーンインフラ
• 食の展示として、会場の大通りに多種
多様な飲食・物販施設を配置し、企業
や地区内外の農家と連携。来場者が旅
をするように世界中の風景・食・文化、
人とのふれあいを五感で楽しむシーン
を創出

身近な食を通じて
持続可能な暮らしを提案

• 博覧会のテーマを体現する主催者庭園の他、世界の国、自治体、
企業・団体、市民団体等から各国・各地の特徴ある庭園が出展

• 各国から出展される国際出展庭園では、来場者が各国の花や緑の
ある暮らしや文化を五感で体感しながら回遊できる空間を創出

庭園

多様な主体の参画によりテーマを体現

自然資本による都市の
課題解決

※ 人間が自然と交わりたいと望む本能的な欲求

食体験事業 Farm to Table Street

出典17-1）
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会場整備の事業構造

博覧会 横浜市都市公園（記念公園）

開催前 開催後博覧会

政府苑【1990年大阪花の万博の事例】

会 場

都市公園（記念公園）
（基 盤）

都市公園
（追加整備）

政府出展等
残置施設

鶴見緑地
鶴見緑地

花博記念公園
鶴見緑地

（追加整備後）

都市公園
（基 盤）

区画整理による
基盤整備

部分
残置

会 場

開催前



（仮称）旧上瀬谷通信施設公園 基本計画（案）
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